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	報 告 者 氏 名
	高竹　博子

	大 会 名
	アジア選手権

	開 催 地
	シンガポール

	大 会 期 間
	７月２２日～８月３０日


	開催地域の

様子
	ナショナルセーリングセンターは空港から車で約１０分。タクシーで１０分～２０分の場所にショッピングモールが何か所かあり、なんでも売っています。しかし、タクシーの運転手がＮＳＣを知らない人が多く、その時は乗車拒否されます。ＮＳＣは、売店があり、水、スポーツドリンク、お菓子、軽食あります。
また、艤装品やウエァを置いているショップもあります。ＮＳＣ内は、風が通り、広島ほど暑さを感じませんでした。

	宿泊場所
	選手と同じ。
シャトルバスはＩＤカードがないと乗れず、サポーターはＩＤカードを作ってなかったので、最後に余ったシートに乗せて頂きました。

	大会のサポーターへの対応は
	日本語の解る方がおられ、良心的に対応してくれました。

会場内のアナウンスは英語のみなので、英語力のないサポーターには、情報が把握できませんでした。

	選手たちの

コンディションは？
	体調を崩した選手も長引かず、元気を取り戻して、全選手が、全レース完走できてよかったです。
ホテルの食事メニューが毎日ほぼ同じですが、食べれるものを選んで、しっかり食べていたようです。


	サポーターとして気をつけたことは？
	具合の悪そうな選手はいないか。

選手１０人が揃っているか。

仲良くやっているか。

親御さんが同行できなかった選手が困っていないか。など

	海外の選手を見て感じたことは？
	お国柄によるのだと思いますが、大会すべてを楽しんでいる選手と、コーチの側で常に真剣な顔をしている選手との差が印象に残っています。


	日本の選手を見て感じたことは？
	仲良く協力的。
レース直後は納得のいかない顔をしている選手が多かったが、ホテルに帰ると、国際交流で楽しく時間を過ごし、次の日には新たな気持ちで、レースに挑んでいたように見えました。

	Spare dayの過ごし方は？
	チーム全員で過ごすことができました。

	日本チームとしての課題
	後半に少し疲れが見られる選手もいました。最後まで体力維持ができるような管理が必要だと思いました。


	ＪＯＤＡへの要望
	特にありません。

	その他


	チームの役員、役割決めでは、それぞれの方が気持ちよく引き受けてくださり、十分に役目を果たしてくださり、感謝しています。選手も最初から最後まで、仲良く楽しそうで、良い経験、良い思い出になったと思います

	
	

	
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

